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      革新都政をつくる会

37団体 26 地域から、88 名が参加し「団体・地域代表者会議」を開催 

 12 月 5 日（火）革新都政をつくる会は、「団体・地域代

表者会議」を開催しました。会議に先立ちダイジェストビ

デオ「吉田万三さんとともに東京を変えよう」（15 分）が上

映され、参加者から大きな拍手が沸きました。 

 中山伸代表世話人の挨拶、日本共産党の渡辺康信都

議会議員より、石原都知事の夫人を同伴しての豪華海

外視察や四男をめぐるトウキョウワンダーサイト問題につ

いて報告がされました。相楽事務局長からは「都知事選

勝利」に向けた基本戦略と運動の強化についての提案

がおこなわれました。 

討論の中では、「介護や医療難民を生み出している現

状を変えるために、職場はもとより医療・介護にたずさわ

る法人や労働組合、個人へ呼びかけ地域の会を立ち上

げていく（医療労働者）」「東京都の施設が次々に廃止さ

れている都政への怒りの声が高まっていること。来年 2

月に集会を準備し、これまで手の届かなかった人々に支

持を広げる。会としてもこれまでの経験を越す運動作り

が重要である（三多摩の代表）」「海外視察問題にふれ、

なぜ、韓国や中国でなく台湾なのか。石原都知事自らが、

中国や韓国に対する誹謗中傷行為が原因であり、首都

東京の役割としての国際交流の妨げとなっていることに、

痛烈な批判をおこないました（八王子の代表）」「吉田万

三さんから立候補の相談を聞かされたとき、真っ先に拍

手をしたこと。地域では、政党ポスターを貼らしてくれな

い家庭でも、吉田さんのすてきな笑顔のポスターなら貼

らしてくれる。と対話の広がりが報告されました（足立の

代表）」「障害者いじめの都政を転換させること。かつて

の革新都政を生み出したときの感動を再度味わいたい（

障害者団体）」と決意が述べられました。 

新婦人からは地域でのオシャベリを通じ広く、都政を

語り支持を広げている。生活と健康を守る会から、福祉･

医療･増税による弱者いじめの実態、低所得者が安心し

て暮らせる都政を取り戻すために頑張ると決意が述べら

れました。 

最後に「都政を転換する三つの目標」は、都民の広い

支持を受けるものと確信している。提起した組織内は年

内に固め、有権者の過半数を超す支持を広げる対話を

進めよう。そのため支持と対話のあり方を工夫しようと、

相楽事務局長がまとめを行いました。 

駆けつけた吉田万三さんからは、「出馬表明からあっ

という間に一ヶ月が過ぎた。都知事選まであと四ヶ月、

憲法や教育基本法をめぐっても重要な時期であり、そ

の後につながる重要な選挙であり、全有権者を対象に

した選挙にしないとならない。それぞれの地域でしっか

りとした体制を作り全有権者に呼びかけよう。」と候補者

自ら決意をこめた訴えがされました。 

 

「いのちを切り捨てる」石原都政はもうごめん！「いのち

を大切にする吉田万三革新都政」へ転換を！ 

（都庁職衛生局支部定期大会から）府中病院Ｓさん 

看護師の欠員や超勤で話をすると、組合として頑張っ

てほしいと管理職からもお願いされます。 

私の職場で先日こんなことがあり

ました。ある重症の患者さまの家族

から「先生はこんなに重症なのにど

うして来てくれないのでしょう。前の

病院では毎日先生が来て診察して

くれました。患者を診ないで何がわ

かるのでしょうか」といわれました。 

一緒に働く医師たちの忙しさは限

界を超えていても言い訳にはなりません。でも現実は、

当直、外来検査と、寝る時間も食事も食べる時間もなく

働いているが医師たちです。ある先生から「来月は 7 日

も当直がある、もうふらふらだよ組合でどうにかして欲し

い」といわれました。 

命の現場で命が脅かされているのが現実です。今は、

点滴やモニターに振り回され「人を看ていく」のがおろそ

かにされているのではないのか、「いのちを切り捨てる」

石原都政はもう辞めてもらい、来年の都知事選では「い

のちを大切にする吉田万三さんという」革新都政に転換

したいと思います。 
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